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【15】立命館大学大学院　国際関係研究科則

（趣旨）

第 1条 この研究科則は立命館大学大学院学則（以下「大学院学則」という）第13条にもとづき、国際関係研究科

の教育課程、授業科目、履修および修了に関する事項について定める。

（教育研究上の目的）

第 2条 本研究科は、現代社会を国際的な視点から解明する国際関係学の研究者や、高度な知識を備え国際社会で

活躍する職業人を養成することを目的とする。

2  国際関係学専攻博士課程前期課程は、複眼的な国際感覚と現代国際社会に対する専門知識を身につけ、そうし

た知識を基にした深い分析力と洞察力を有する人材を養成することを目的とする。

3  国際関係学専攻博士課程後期課程は、複眼的な国際感覚と現代国際社会に対する専門知識を基にした深い洞察

力をそなえ、独創的な分析を行うことができる人材を養成することを目的とする。

（プログラム）

第 3条 国際関係学専攻博士課程前期課程に、グローバル・ガバナンスプログラム、国際協力開発プログラム、多

文化共生プログラムおよびGlobal Cooperation Programを置く。

（研究科、専攻および課程の英文表記）

第 4条 本研究科、専攻および英文表記は次に掲げるとおりとする。

  ⑴ 国際関係研究科

     Graduate School of International Relations

  ⑵ 国際関係学専攻

     Major in International Relations

  ⑶ 博士課程前期課程　

     Master’s Program in International Relations

  ⑷ 博士課程後期課程

     Doctoral Program in International Relations

（入学時期）

第 5条 本研究科の入学時期は、4月および 9月とする。

（授業言語）

第 6条 本研究科での授業言語は、日本語または英語とする。

（科目区分）

第 7条 国際関係学専攻博士課程前期課程グローバル・ガバナンスプログラム、国際協力開発プログラムおよび多

文化共生プログラムの授業科目は、基幹科目、プログラム科目、特別演習および自由選択科目に分類して配置す

る。

2  プログラム科目は、グロ－バル・ガバナンスプログラム科目、国際協力開発プログラム科目、多文化共生プロ
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グラム科目および協定科目各プログラム共通科目に分類する。

3  国際関係学専攻博士課程前期課程Global Cooperation Programの授業科目は、Global Cooperation Program科

目、Advanced Seminars および自由選択科目に分類して配置する。

4  自由選択科目は、実習科目/Internship、地域研究科目、専門R&D科目、専門ライティング科目、その他科目

/Other Subjects、専門 PD&D科目、大学院共通科目および関西四大学履修交流科目に分類する。

（授業科目）

第 8条 本研究科が自ら開設する授業科目の科目名、単位および授業方法ならびに科目区分による分類は、別表 1

－1、別表 1－2、別表 1－3および別表 2のとおりとする。

（登録上限単位数）

第 9条 博士課程前期課程において 1年間に履修科目として登録することができる単位数は、各年次22単位を上限

とする。ただし、次の各号に定める科目については、登録することができる単位数の上限から除外する。

  ⑴ 国内実習（インタンシップ）

  ⑵ 海外実習（インターンシップ）

  ⑶ Internship（Domestic）

  ⑷ Internship（Overseas）

（転入学以前に修得した単位の認定）

第10条 博士課程前期課程に転入学する以前に大学院において修得した単位は、次の各号に定める単位数を上限

に、本研究科において履修し、修得したものとみなすことがある。

  ⑴ デュアルマスターズディグリープログラムによる転入学の場合　10単位

  ⑵ インドネシアリンケージプログラムによる転入学の場合　14単位

2  前項の規定により修得したとみなす単位は、研究科委員会の議を経て、研究科長が認定する。

（博士課程前期課程の修了に必要な単位数）

第11条 国際関係学専攻博士課程前期課程の修了に必要な各プログラムの単位数は、別表 1－1、別表 1－2および

別表 1－3 の科目より、基幹科目から 4単位、現に所属するプログラムのプログラム科目および協定科目各プロ

グラム共通科目から12単位および特別演習から 4単位を含めた 30 単位以上とする。

2  前項に関わらず、Global Cooperation Programの修了に必要な単位数は、別表 1－1、別表 1－2および別表 1

－3の科目より、Global Cooperation Program科目から16単位およびAdvanced Seminars から 4単位を含めた

30単位以上とする。

（博士課程後期課程の修了に必要な単位数）

第12条 国際関係学専攻博士課程後期課程の修了に必要な単位数は、別表 2の科目より10単位以上とする。

（博士課程前期課程早期修了の申請）

第13条 大学院学則第29条ただし書きにより修了すること（以下「博士課程前期課程早期修了」という）を希望す

る者は、研究科長が定める所定の期日までに学術論文および修士論文の執筆構想、ならびに指導教員による評価

所見を添えて研究科長に申し出なければならない。
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（博士課程後期課程早期修了の申請）

第14条 専門的研究業績保有者対象入試に合格した者のうち、大学院学則第32条第 2項により修了すること（以下

「博士課程後期課程早期修了」という）を希望する者は、研究科長が定める所定の期日までに研究計画書を添え

て研究科長に申し出なければならない。

（早期修了申請の認定）

第15条 研究科長は、前 2条の申し出があった者について、審査のうえ、研究科委員会の議を経て申し出を認める

ことがある。

（博士課程前期課程早期修了候補者の履修条件の緩和）

第16条 前条により博士課程前期課程早期修了の申し出を認められた者（以下「博士課程前期課程早期修了候補

者」という）は、第 9条に定める登録上限単位数を超えて受講登録することができる。

（博士課程前期課程における早期修了の認定）

第17条 博士課程前期課程早期修了候補者が、修了を希望する学期の終了時に次の各号に定める事項をすべて満た

した場合、研究科長は、研究科委員会の議を経て課程の修了を認めることがある。

  ⑴  大学院学則第29条に規定する修了要件を満たすこと。ただし、在学期間に関しては、ただし書きの期間と

する。

  ⑵ 前期課程在籍中に掲載された、あるいは掲載の承諾がなされた学術論文が１点以上あること。

（博士課程後期課程における早期修了の認定）

第18条 第15条により博士課程後期課程早期修了の申し出を認められた者が、修了を希望する学期の終了時に次の

各号に定める事項をすべて満たした場合、研究科長は、研究科委員会の議を経て課程の修了を認めることがあ

る。

  ⑴ 大学院学則第32条第 1項に規定する修了要件を満たすこと。ただし、在学期間に関する要件を除く。

  ⑵ 大学院学則第32条第 2項に規定する在学期間を満たすこと。

  ⑶ 博士課程後期課程在籍中に学術雑誌への査読付き論文 2本を掲載または掲載許可を得ていること。

  ⑷ 博士課程後期課程在籍中に学会、研究会等での報告を 1回以上行なうこと。

（教員職員免許状）

第19条 中学校教諭一種免許状（社会）もしくは高等学校教諭一種免許状（公民）を取得している者、または取得

できる単位を修得している者で、国際関係学専攻博士課程前期課程において教育職員免許法による専修免許状を

取得しようとする者は、立命館大学学位規程第 9 条により修士学位を授与されるほか、中学校教諭専修免許状

（社会）を取得しようとする者は別表 3－1または高等学校教諭専修免許状（公民）を取得しようとする者は別表

3－2、の科目より24単位以上を修得しなければならない。

2  国際関係学専攻博士課程前期課程において取得することができる教育職員免許状の種類および教科は、別表４

のとおりとする。

（改廃）

第20条　本研究科則の改廃は、教学委員会の議を経て、国際関係研究科委員会で決定する。
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附　則

 1 　この研究科則は、2012年 4 月 1 日から施行する。

 2 　前項に関わらず、第 7条、第 8条および第11条から第18条は、2010年 3 月31日以前に入学した者については、

なお従前の例による。

附　則（2012年 3 月16日　教学委員会の設置に伴う一部改正）

　この研究科則は、2012年 4 月 1 日から施行する。

附　則（2013年 1 月28日　改廃手続きの変更等に伴う一部改正）

 1 　この研究科則は、2013年 4 月 1 日から施行する。

 2 　前項にかかわらず、2013年 3 月31日に在籍する学生については、なお従前の例による。ただし、別表 1 - 3

は、2012年 4 月 1 日以降入学生についても適用する。

附　則（2013年 4 月23日　修了要件の追加に伴う一部改正）

　この研究科則は、2013年 4 月 1 日から施行し、2012年 4 月 1 日から適用する。

附　則（2014年 2 月13日立命館大学学位規程の一部改正に伴う一部改正）

　この研究科則は、2014年 2 月13日から施行し、2013年 4 月 1 日から適用する。

　別表 1－1　国際関係学専攻博士課程前期課程

科目区分 科目名 単位数 授業方法 選択必修 配当年次 適　　用

基幹科目 多元文化論研究 2 講義 選択 1・2

開発経済論研究 2 講義 選択 1・2

世界経済論研究 2 講義 選択 1･2

グローバル・ガバナンス史研究 2 講義 選択 1･2

国際法研究 2 講義 選択 1･2

国際マクロ経済学研究 2 講義 選択 1･2

国際関係論研究 2 講義 選択 1･2

国際社会論研究 2 講義 選択 1･2

プログラ
ム科目

グローバ
ル・ガバ
ナンスプ
ログラム
科目

平和構築と予防外交研究 2 講義 選択 1･2

コーポレート・ガバナンス研究 2 講義 選択 1･2

経済統合論研究 2 講義 選択 1･2

環境経済論研究 2 講義 選択 1･2

グローバリゼーションとジェンダー研究 2 講義 選択 1･2

国際経済法研究 2 講義 選択 1･2

国際環境法研究 2 講義 選択 1･2

国際金融論特講 2 講義 選択 1･2

国際機構論研究 2 講義 選択 1･2

国際貿易投資論研究 2 講義 選択 1･2

南北関係論研究 2 講義 選択 1･2

先進国政治論研究 2 講義 選択 1･2

地域統合論研究 2 講義 選択 1･2

国際機関研究 4 講義 選択 1･2 2012年 3 月31日以前
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プログラ
ム科目

グローバ
ル・ガバ
ナンスプ
ログラム
科目

国際機関セミナー 2 講義 選択 1･2

現代民主主義研究 2 講義 選択 1･2

比較政治論研究 2 講義 選択 1･2

グローバル・ガバナンス特講Ⅰ 2 講義 選択 1･2

グローバル・ガバナンス特講Ⅱ 2 講義 選択 1･2

国際関係特講Ⅰ 2 講義 選択 1･2

国際関係特講Ⅱ 2 講義 選択 1･2

国際協力
開発プロ
グラム科
目

平和構築と予防外交研究 2 講義 選択 1･2

現代平和論研究 2 講義 選択 1･2

コーポレート・ガバナンス研究 2 講義 選択 1･2

国際協力政策研究 2 講義 選択 1･2

環境経済論研究 2 講義 選択 1･2

国際金融論特講 2 講義 選択 1･2

国際経済法研究 2 講義 選択 1･2

マイグレーション研究 2 講義 選択 1･2

国際貿易投資論研究 2 講義 選択 1･2

NGO研究 2 講義 選択 1･2

南北関係論研究 2 講義 選択 1･2

途上国政治論研究 2 講義 選択 1･2

社会開発論研究 2 講義 選択 1･2

国際機関研究 4 講義 選択 1･2 2012年 3 月31日以前

国際機関セミナー 2 講義 選択 1･2

開発政策論研究 2 講義 選択 1･2

地域開発研究 2 講義 選択 1･2

日本経済研究 2 講義 選択 1･2

比較政治論研究 2 講義 選択 1･2

国際協力開発特講Ⅰ 2 講義 選択 1･2

国際協力開発特講Ⅱ 2 講義 選択 1･2

国際関係特講Ⅰ 2 講義 選択 1･2

国際関係特講Ⅱ 2 講義 選択 1･2

多文化共
生プログ
ラム科目

比較社会史研究 2 講義 選択 1･2

現代民主主義研究 2 講義 選択 1･2

異文化間コミュニケーション論特講 2 講義 選択 1･2

文化人類学研究 2 講義 選択 1･2

民族と文化研究 2 講義 選択 1･2

グローバリゼーションと地域文化研究 2 講義 選択 1･2

グローバリゼーションとジェンダー研究 2 講義 選択 1･2

グローバリゼーションと宗教研究 2 講義 選択 1･2

人権論研究 2 講義 選択 1･2
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プログラ
ム科目

多文化共
生プログ
ラム科目

民族紛争の法研究 2 講義 選択 1･2

メディアと国際社会研究 2 講義 選択 1･2

NGO研究 2 講義 選択 1･2

先進国政治論研究 2 講義 選択 1･2

国際言語文化研究 2 講義 選択 1･2

日本論 2 講義 選択 1･2

国際機関研究 4 講義 選択 1･2 2012年 3 月31日以前

国際機関セミナー 2 講義 選択 1･2

多文化共生特講Ⅰ 2 講義 選択 1･2

多文化共生特講Ⅱ 2 講義 選択 1･2

国際関係特講Ⅰ 2 講義 選択 1･2

国際関係特講Ⅱ 2 講義 選択 1･2

協定科目
各プログ
ラム共通
科目

開発金融特殊研究Ⅰ 2 講義 選択 1･2

開発金融特殊研究Ⅱ 2 講義 選択 1･2

地域研究特殊研究Ⅰ 2 講義 選択 1･2

地域研究特殊研究Ⅱ 2 講義 選択 1･2

開発計画論特殊研究 2 講義 選択 1･2

日本の対外交流特殊研究 2 講義 選択 1･2

プロジェクト評価論特殊研究 2 講義 選択 1･2

特別演習 特別演習　Ⅰ 2 演習 選択 1･2

特別演習　Ⅱ 2 演習 選択 1･2

特別演習　Ⅲ 2 演習 選択 1･2

特別演習　Ⅳ 2 演習 選択 1･2

注　適用欄は当該授業科目の受講を可とする者の入学年度を表す。

　別表 1－2　国際関係学専攻博士課程前期課程Global Cooperation Program

科目区分 科目名 単位数 授業方法 選択必修 配当年次 適　　用

Global Cooperation 
Program科目

African Studies 2 講義 選択 1･2

Asia-Pacific Relations 2 講義 選択 1･2

Cross-Cultural Communication 2 講義 選択 1･2

Peace-Building and Preventive Diplomacy 2 講義 選択 1･2

Development Economics 2 講義 選択 1･2

Development Strategies 2 講義 選択 1･2

East Asian Studies 2 講義 選択 1･2

Environmental Economics and Policy 2 講義 選択 1･2

Global Citizenship and Peace 2 講義 選択 1･2

Globalization and Gender 2 講義 選択 1･2

History of Global Governance 2 講義 選択 1･2
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Global Cooperation 
Program科目

International Law of Peace 2 講義 選択 1･2

International Organizations 2 講義 選択 1･2

International Political Economy 2 講義 選択 1･2

International Relations 2 講義 選択 1･2

International Trade and Investment 2 講義 選択 1･2

Introduction to Peace Studies 2 講義 選択 1･2

Japan and the West 2 講義 選択 1･2

Japanese Economy 2 講義 選択 1･2

Japanese Politics ＆ Foreign Policy 2 講義 選択 1･2

Macro Economics 2 講義 選択 1･2

Micro Economics 2 講義 選択 1･2

NGO and Development 2 講義 選択 1･2

North-South Relations 2 講義 選択 1･2

Planning Science and Technology 2 講義 選択 1･2

Policy Evaluation 2 講義 選択 1･2

Regional Sustainable Development 2 講義 選択 1･2

Social Development 2 講義 選択 1･2

Socio-Cultural Studies 2 講義 選択 1･2

South Asian Studies 2 講義 選択 1･2

South East Asian Studies 2 講義 選択 1･2

Sustainable Governance and Policy Information 2 講義 選択 1･2

International Organizations Seminar 2 講義 選択 1･2

Special Studies on Global Cooperation Ⅰ 2 講義 選択 1･2

Special Studies on Global Cooperation Ⅱ 2 講義 選択 1･2

Advanced Seminars Advanced Seminar Ⅰ 2 演習 選択 1･2

Advanced Seminar Ⅱ 2 演習 選択 1･2

Advanced Seminar Ⅲ 2 演習 選択 1･2

Advanced Seminar Ⅳ 2 演習 選択 1･2

　注　適用欄は当該授業科目の受講を可とする者の入学年度を表す。

　別表 1－3　国際関係研究科博士課程前期課程　全プログラム

科目区分 科目名 単位数 授業方法 選択必修 配当年次 適　　用

自由選択
科目

実習科目 /
Internship

国内実習（インターンシップ） 2～ 8 実習 選択 1･2

海外実習（インターンシップ） 2～ 8 実習 選択 1･2

Internship (Domestic） 1 ～ 8 実習 選択 1･2

Internship (Overseas） 1 ～ 8 実習 選択 1･2

地域研究科目 アフリカ研究 2 講義 選択 1･2

ラテンアメリカ研究 2 講義 選択 1･2
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自由選択

科目

地域研究科目 中東研究 2 講義 選択 1･2

アジア研究Ⅰ 2 講義 選択 1･2

アジア研究Ⅱ 2 講義 選択 1･2

アジア研究Ⅲ 2 講義 選択 1･2

北米研究Ⅰ 2 講義 選択 1･2

北米研究Ⅱ 2 講義 選択 1･2

ヨーロッパ研究Ⅰ 2 講義 選択 1･2

ヨーロッパ研究Ⅱ 2 講義 選択 1･2

ヨーロッパ研究Ⅲ 2 講義 選択 1･2

地域研究特講 2 講義 選択 1･2

専門 R＆ D

科目

日本語R＆D（リーディング・

ディスカッション）Ⅰ
2 講義 選択 1･2

日本語 R＆ D（リーディング・

ディスカッション）Ⅱ
2 講義 選択 1･2

中国語 R＆ D（リーディング・

ディスカッション）Ⅰ
2 講義 選択 1･2

中国語 R＆ D（リーディング・

ディスカッション）Ⅱ
2 講義 選択 1･2

独語 R＆ D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅰ
2 講義 選択 1･2

独語 R＆ D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅱ
2 講義 選択 1･2

朝鮮語 R＆ D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅰ
2 講義 選択 1･2

朝鮮語 R＆ D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅱ
2 講義 選択 1･2

ロシア語R＆D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅰ
2 講義 選択 1･2

ロシア語R＆D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅱ
2 講義 選択 1･2

スペイン語R＆D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅰ
2 講義 選択 1･2

スペイン語R＆D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅱ
2 講義 選択 1･2

仏語 R＆ D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅰ
2 講義 選択 1･2

仏語 R＆ D（リーディング・ 

 ディスカッション）Ⅱ
2 講義 選択 1･2

専門ライティ

ング科目

プロフェッショナル・ライティ

ング（英語）
2 講義 選択 1･2

プロフェッショナル・ライティ

ング（日本語）
2 講義 選択 1･2
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自由選択

科目

専門ライティ

ング科目

アカデミック・ライティング

（英語）
2 講義 選択 1･2

その他科目 /

Other 

Subjects 

情報処理特講 2 講義 選択 1･2

フィールド・リサーチ 2 講義 選択 1･2

Field Research 2 講義 選択 1･2

専門 P,D ＆ D

科目

P,D ＆ D（プレゼンテーション）Ⅰ

（英語）
2 講義 選択 1･2

P,D ＆ D（ディスカッション）Ⅱ

（英語）
2 講義 選択 1･2

P,D ＆ D（ディベート）Ⅲ 

（英語）
2 講義 選択 1･2

大 学 院 
共 通 科 目

大学院コーオプ演習 2 講義 選択 1･2

単 位 互 換 
履 修 科 目

単位互換履修交流科目 1～ 4 講義 選択 1･2

　別表２　国際関係学専攻博士課程後期課程

科目名 単位数 授業方法 選択必修 配当年次 適　　用

研究指導演習 2 演習 必修 1・2・3

　別表 3－1　国際関係学専攻博士課程前期課程　中学校教諭専修免許状（社会）

区　　分 科　　目　　名 単位数 必修選択

教科に関
する科目

アジア研究Ⅰ 2 選択

アジア研究Ⅱ 2 選択

アジア研究Ⅲ 2 選択

グローバリゼーションとジェンダー研 2 選択

グローバリゼーションと国際法研究 2 選択

グローバリゼーションと地域文化研 2 選択

グローバル・ガバナンス史研究 2 選択

現代民主主義研究 2 選択

コーポレート・ガバナンス研究 2 選択

北米研究Ⅰ 2 選択

ヨーロッパ研究Ⅰ 2 選択

異文化間コミュニケーション論特 2 選択

開発経済論研究 2 選択

環境経済論研究 2 選択

現代平和論研究 2 選択
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教科に関
する科目

国際マクロ経済学研究 2 選択

国際関係論研究 2 選択

国際協力政策研究 2 選択

国際金融論特講 2 選択

国際言語文化研究 2 選択

国際社会論研究 2 選択

国際貿易投資論研究 2 選択

社会開発論研究 2 選択

人権論研究 2 選択

世界経済論研究 2 選択

先進国政治論研究 2 選択

多元文化論研究 2 選択

地域統合論研究 2 選択

途上国政治論研究 2 選択

南北関係論研究 2 選択

日本経済研究 2 選択

比較政治論研究 2 選択

文化人類学研究 2 選択

平和構築と予防外交研究 2 選択

平和と秩序の国際法研究 2 選択

民族と文化研究 2 選択

　別表 3－2　国際関係学専攻博士課程前期課程　高等学校教諭専修免許状（公民）

区　　分 科　　目　　名 単位数 必修選択

教科に関
する科目

アジア研究Ⅰ 2 選択

アジア研究Ⅱ 2 選択

アジア研究Ⅲ 2 選択

グローバリゼーションとジェンダー研究 2 選択

グローバリゼーションと国際法研究 2 選択

グローバリゼーションと地域文化研究 2 選択

グローバル・ガバナンス史研究 2 選択

現代民主主義研究 2 選択

コーポレート・ガバナンス研究 2 選択

北米研究Ⅰ 2 選択

ヨーロッパ研究Ⅰ 2 選択

異文化間コミュニケーション論特講 2 選択

開発経済論研究 2 選択

環境経済論研究 2 選択
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教科に関
する科目

現代平和論研究 2 選択

国際マクロ経済学研究 2 選択

国際関係論研究 2 選択

国際協力政策研究 2 選択

国際金融論特講 2 選択

国際言語文化研究 2 選択

国際社会論研究 2 選択

国際貿易投資論研究 2 選択

社会開発論研究 2 選択

人権論研究 2 選択

世界経済論研究 2 選択

先進国政治論研究 2 選択

多元文化論研究 2 選択

地域統合論研究 2 選択

途上国政治論研究 2 選択

南北関係論研究 2 選択

日本経済研究 2 選択

比較政治論研究 2 選択

文化人類学研究 2 選択

平和構築と予防外交研究 2 選択

平和と秩序の国際法研究 2 選択

民族と文化研究 2 選択

　別表４

専　攻 免許状の種類 教　　科

国際関係学専攻
中学校教諭専修免許状 社会

高等学校教諭専修免許状 公民


